




















はじめに 

従来,母子関係の研究や子どもの発達と親子関係の研究はどちらかといえば retrospectiv

e study によるものが多い。特に,子どもをもちながらもうまく育てられない親があった場

合に,そのような親と子どもの関係を過去にさかのぼって調べる方法がとられることが多

い。しかしながら,retrospective study に得られる資料には限界があり,調査対象者が現

在おかれている種々の状況によって過去の事象が修飾されることも否定できない。 

このような理由から母子相互作用に関するprospective studyを計画し,下記の如き3つの

sub-group に分かれて研究を実施してきている。 


